
文字の大きさと情報量に関する検討

「第3回食品表示一元化検討会資料」より
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「第3回食品表示一元化検討会資料」より
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「第3回食品表示一元化検討会資料」より
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文字の大きさと情報量について

容器包装とそれ以外の媒体利用について

食品表示の文字の大きさと情報量に関する消費者の意向
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◎「中間論点」の整理
論点１ 新たな食品表示制度の「目的」をどのような内容

とするべきか。
論点２ 新たな食品表示制度における表示事項はどうある

べきか。
論点３ 食品表示に関する適用対象となっていない販売形

態についてどう取り扱うべきか。
論点４ 加工食品の原料原産地表示について、どのように

考えるべきか。
論点５ 栄養表示を義務化すべきか。

仮に義務を課すとした場合、対象となる栄養成
分等はどのように考えるべきか。

◎パブリックコメントの実施
・意見募集期間 平成24年3月5日～4月4日
・意見総件数 1,084件

「第6回食品表示一元化検討会資料」より
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「中間論点に対するパブリックコメント」の概要

「第7回食品表示一元化検討会資料」より 18



「第7回食品表示一元化検討会資料」より
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消費者委員会食品表示部会「第４回加工食品の表示に関する調査会」資料より

(「食品表示一元化検討会」後の検討)
文字の大きさに関する消費者委員会食品表示部会「第４回加工食品の表示
に関する調査会」における議論(H２６年３月２０日 )
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文字の大きさを５．５ポイントから６．５ポイントに拡
大すると表示に必要となる面積が拡大する。
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省略を可能とする面積（案）
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食品表示一元化検討会報告書より整理
◆情報の重要性の整序

◎ 情報の重要性は消費者や食品によって異なる

→表示されている事項の全てを見ている消費者

は必ずしも多くはない。

◎ できる限り多くの情報を表示させることを基本
に検討を行うことよりも、より重要な情報がより確実
に消費者に伝わるようにすることを基本に検討を行
うことが適切(表示義務として行政が積極的に介入
すべきは、特に安全性確保に関する情報)

情報の重要性に違いがあることを前提とした制度
設計 23



◆表示の見やすさ(見付けやすさと視認性）
◎ Webアンケート結果において、栄養表示の
強調表示を除く全ての表示事項で「文字が小さ
いため分かりにくい」との回答が最も多い。
◎ 文字の大きさと情報量について、「小さい
文字でも多くの情報を載せる」が27.4％、「表
示項目を絞り、文字を大きくする」が72.6％。

高齢化が進展する中で、高齢者の方々がきち
んと読み取れる文字のサイズにすることが特に
必要であり、文字を大きくすることの必要性は
高い。一括表示による記載方法の緩和など、食
品表示の文字を大きくするために、どのような
取組が可能か検討していく必要。
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◆義務表示の範囲

(基本的考え方)
◎ 安全性確保を優先した検討が必要、消費者に
とって真に必要な情報の検証が必要

◎ 表示を義務付ける以上、基本的に、規模の大
小を問わず全ての事業者が実行可能なものである
か否か、また、表示内容が正しいか事後的に検証
可能なものであるか否かの検討が必要

◎ 商品の容器包装への表示が良いのか、むしろ、
代替的な手段によって商品に関する情報提供を充
実させた方が良いのか、実行可能性と供給コスト
等消費者のメリット・デメリットのバランス検討
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